
た
ち
は
、
自
ら
仕
事
上

の
問
題
を
見
つ
け
、
そ

れ
を
改
善
で
き
る
職
員
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

定
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

医
師･

薬
剤
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
連
携
し
て
、

い
ま
以
上
に
看
護
体
制
の
充
実
を
図
り
、
患
者
さ
ん
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
職
員
を
採
用
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き
ま
す

▼
法
人
が
事
務
職
員
を
独
自
に
採
用
で
き
、
専
門
的
な

知
識
や
技
術
の
蓄
積
が
可
能
と
な
り
、
経
営･

企
画

力
な
ど
が
向
上
す
る
た
め
、
経
営
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
ま
す

▼
複
数
年
契
約
な
ど
、
多
様
な
契
約
手
法
の
導
入
が
可

能
と
な
り
、
経
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す

地
方
独
立
行
政
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト

地
方
独
立
行
政
法
人
…
公
共
上
の
視
点
か
ら
、
そ
の
地
域

で
確
実
に
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
事
業(

病
院
、
公
立
大

学
な
ど)

の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
直
接
実
施
す
る
必

要
は
な
い
が
、
民
間
に
委
ね
る
と
適
切
に
実
施
さ
れ
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
た

め
に
、
地
方
公
共
団
体
が
設
立
す
る
法
人
の
こ
と
。

立
病
院
の
存
在
意
義
は
、「
市
民
の
た
め

の
病
院｣

で
あ
る
こ
と
で
す
。
当
院
が
今

後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
で
あ
る
た
め
に
、「
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

が
す
べ
て
に
優
先
す
る｣

と
い
う
、
患
者
第
一
主
義

を
職
員
の
共
通
認
識
と
し
て
実
践
し
ま
す
。

ま
た
、｢

す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め

に｣

を
病
院
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
当
院

の
機
能
を
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
結
集

さ
せ
、
本
人
や
ご
家
族
と
力
を
合
わ
せ
新
し
い
市

立
病
院
を
創
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

市
立
秋
田
総
合
病
院
は
、
診

療
報
酬
の
改
定
に
よ
る
病
院
経

営
へ
の
影
響
や
、
医
療
の
専
門

化･

高
度
化
に
伴
う
職
員
不
足
な

ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら｢

地
方
独
立
行
政

法
人｣
へ
移
行
し
ま
す
。

市
は
、
法
人
に
100
％
出
資
し
、
病
院
の
中
期
目
標
を

策
定
す
る
な
ど
、
病
院
が
法
人
化
し
て
も
設
置
者
と
し

て
、
そ
の
関
わ
り
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

病
院
法
人
移
行
準
備
室
☎(

８
２
３)
４
１
７
１
　
　
　

h
ttp
://w
w
w
.city.a

k
ita
.a
k
ita
.jp
/city/h

csp
/

吹
谷
由
美
子

市

すすべべててはは患患者者ささんんのの笑笑顔顔ののたためめにに

４
月
か
ら
病
児
保
育
室
を
開
設

市
立
病
院
で
は
、
お
子
さ
ん
が
病
気
の
際
、
何
日
も

仕
事
を
休
め
な
い
保
護
者
の
た
め
、
看
護
師
な
ど
が
お

子
さ
ん
を
一
時
的
に
保
育
す
る
専
用
の
病
児
保
育
室

を
、
４
月
１
日
(火)
か
ら
開
設
し
ま
す
。

場
所
は
、
病
院
東
側
に
あ
る
第
３
駐
車
場
横
。
お
お

む
ね
10
歳
ま
で
の
病
気
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

開
設
時
間
▼

平
日
の
午
前
７
時
〜
午
後
６
時(

休
日
、
年

末
年
始
を
除
く)

対
象
疾
患
▼

通
常
の
外
来
で
治
療
可
能
な
病
気
。
た
だ

し
、
麻
し
ん
、
流
行
性
結
膜
炎
を
除
く

利
用
料
▼

１
回
２
千
円(

所
得
に
よ
る
減
免
が
あ
り
ま
す)

利
用
定
員
▼

１
日
最
大
10
人(

月
齢･

病
状
に
よ
り
定
員
未

満
で
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す)

市
立
病
院
１
階
総
務
課
ま
た
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
利
用
登
録
票
に
記
入
し
、
３
月
10
日
(月)
以
降

の
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
同
総
務
課(

４
月
１

日
(火)
以
降
は
病
児
保
育
室)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
登
録
が
必
要
で
す

利
用
予
約
・
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
総
務
課
☎(

８
２
３)

４
１
７
１

４
月
１
日
(火)
以
降
は
病
児
保
育
室
☎(

８
８
３)

１
５
２
０

＊
食
事
は
、
病
状
や
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
な
ど
、
お
子
さ
ん
に
応
じ

た
弁
当
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
給
食(

有
料)

も
。

＊
利
用
の
際
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
診
察
を
受
け
て
利
用
連
絡
票

を
記
載
し
て
も
ら
い
、
左
記
の
電
話
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

看
護
部
長

４
月
か
ら
市
立
秋
田
総
合
病
院
が
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
ま
す小松眞史 病院長

より良い医療の現場をめざして…

私
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〝
あ
き
び
ネ
ッ
ト
〞の
心
強
い
支
援

〝
あ
き
び
ネ
ッ
ト
〞

昨
年
４
月
に
、
東
北
で
唯
一
の
公
立
美
術
系
４
年
制

大
学
と
し
て
開
学
し
た
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
を
支
援

す
る
民
間
組
織｢
あ
き
び
ネ
ッ
ト｣

の
設
立
総
会
が
、
２

月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｢

あ
き
び
ネ
ッ
ト｣
に
は
、
現
在
、
約
130
の
地
元
団
体･

企
業･

個
人
が
入
会
。
今
後
は
〝
公
認
応
援
団
〞
と
し
て
、

産
学
連
携
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

職
場
体
験)

の
受
け

入
れ
な
ど
、
大
学
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
盛
り
立
て
て

い
き
ま
す
。

〝
あ
き
び
ネ
ッ
ト
〞
の
加
入
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
事

務
局(

同
大
学
学
生
課
内)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

８
１
０
５

災
害
時
の

飲
料
水
の
提
供

な
ど
を
約
束

災
害
時
に
、
迅
速
か

つ
円
滑
な
対
応
を
実
施

す
る
体
制
確
保
の
た
め
、

２
月
７
日
、
市
と
㈱
伊
藤
園
が｢

災
害
時
の
飲
料
提
供

に
関
す
る
協
定｣

を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
市
内
で
大
規
模
災
害
が
起
き
た
際
、
停

電
時
で
も
稼
働
す
る
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
の
在
庫

品
の
提
供
や
、
営
業
拠
点
の
在
庫
飲
料
を
市
の
指
定
す

る
場
所
ま
で
届
け
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
２
１

市
で
は
、
昨
年
８
月
に
秋
田

県
が
公
表
し
た
地
震
被
害
想
定

調
査
に
基
づ
き
、
最
大
級
の
津
波

が
発
生
し
た
時
の
浸
水
想
定
区

域
を
掲
載
し
た｢

津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ｣

を
作
成
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
、
沿
岸
部
５
地
区
用
と
沿
岸
部
以

外
の
地
区
用
の
２
種
類
あ
り
、
次
号
広
報
あ
き

た
３
月
21
日
号
と
一
緒
に
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す(

マ
ッ
プ
保
存
用
の
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
付
き)

。
　

津波ハザードマップを次号広報あきたと同時配布
微
小
粒
子
状
物
質(

Ｐ
Ｍ
２･

５)

の
注
意

喚
起
情
報
や
、
大
気
汚
染
物
質(

光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト)

の
注
意
報･

警
報
な
ど
、

大
気
環
境
情
報
を｢

秋
田
市
大
気
環
境
情

報
メ
ー
ル｣

で
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な

ど
に
配
信
し
ま
す
。
配
信(

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
サ
ー

ビ
ス｢

ま
ぐ
ま
ぐ
！｣

を
利
用
し
て
配
信)

を
希
望
す
る
か

た
は
、
左
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
環
境
保
全
課
☎(

８
６
６)

２
０
７
５

市政トピックス

美
術
大
学
公
認
応
援
団

発
足
！

●
共
同
研
究
や
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
会
員
が

提
案
し
、
質
の
高
い
産
学
連
携
を
実
現
す
る

２月10日の〝あきびネット〟設立総会

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

●
大
学
が
学
生
に
行
う
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
な
ど
に
講
師
を
派
遣
す
る

●
大
学
の
Ｐ
Ｒ
や
学
生
の
作
品
展
示

に
、
事
業
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
提
供
す
る

●
独
自
の
奨
学
金･

顕
彰
制
度
を
作
る

●
大
学
祭
や
授
業
、
サ
ー
ク
ル
活
動

に
必
要
な
物
資
を
提
供
す
る

●
学
生
や
大
学
の
教
職
員
と
進
路･

就

職
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
会
を

開
催
す
る

㈱伊藤園北東北地区営業部
の森川部長と穂積市長

防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
２
１

沿
岸
部
５
地
区
用
…｢

下
新
城･

飯
島｣｢

土
崎･

港

北･

寺
内｣｢

八
橋･

川
尻･

山
王･

茨
島｣｢

新
屋･

勝

平｣｢

浜
田･

下
浜｣

の
各
地
区
ご
と
に
、
津
波
の

浸
水
想
定
区
域
を
示
し
た
地
区
の
拡
大
図
と
市

全
体
の
浸
水
想
定
区
域
を
掲
載

沿
岸
部
以
外
の
地
区
用
…
市
全
体
の
浸
水
想
定

区
域
と
防
災
情
報
を
掲
載

問

Ｐ
Ｍ
２･

５
な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/ev/p
l/

健
康
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
て

連
携
し
ま
す

市
民
の
健
康
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
を

通
じ
、
元
気
な
秋
田
市

の
実
現
を
図
る
た
め
、
２
月
14
日
、
市
と
全
国
健
康
保

険
協
会
秋
田
支
部
が｢

秋
田
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に
関
す
る
覚
書｣

を
締
結
し

ま
し
た
。

覚
書
で
は
、
特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受

診
率
向
上
の
促
進
や
、
生
活
習
慣
病
の
発
症･

重
症
化

予
防
の
推
進
な
ど
に
向
け
て
連
携
を
図
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
保
健
総
務
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
０

全国健康保険協会秋田支部の
畠山支部長と穂積市長

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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